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今月の主な内容

3

今月の表紙
　紀美野町長選挙において無投票で３選を果た
した寺本光嘉氏が１月 30 日、町民や町職員らが
出迎え初登庁。寺本町政３期目がスタートしま
した。（町職員から花束を受け取り、握手を交わ
す寺本町長）【２面に関連記事】
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任
期
満
了
に
と
も
な
う
紀
美
野
町
長
選
挙
お
よ
び
欠

員
に
よ
る
紀
美
野
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
１
）

は
、
１
月
21
日
に
告
示
さ
れ
、
町
長
に
寺
本
光
嘉
氏
が

無
投
票
で
３
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
26
日
に

行
わ
れ
た
紀
美
野
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
上
柏
睆
亮

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

開
票
は
、
紀
美
野
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
午
後

８
時
15
分
か
ら
始
め
ら
れ
、
午
後
９
時
25
分
に
開
票
作

業
が
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
有
権
者
総
数
は
、

８
，８
３
３
人
、
投
票
者
数
は
、
３
，９
５
８
人
、
投
票

率
は
44
・
81
％
で
し
た
。

寺
本　

光
嘉
（
69
）

　
　
　
　
　
（
小　

畑
）

　

無
所
属
現

　

紀
美
野
町
長

町
長
選
挙

　

寺
本
氏
が
無
投
票
で
３
選
を
果
た
す
！！

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
上
柏
氏
が
当
選

【
町　
　

長
】

【
議
会
議
員
】

上
柏　

睆
亮
（
74
）

　
　
　
　
　
（
毛
原
中
）

　

無
所
属
新

　

農
業

寒
さ
厳
し
か
っ
た
冬
に
終
わ
り
を
告
げ
、
よ
う
や
く
春
の

兆
し
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
紀
美
野
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
様
か
ら
大

き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
再
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
三
期
目
に
か
け
る
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

合
併
後
の
２
期
８
年
間
、
私
の
当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
り

ま
し
た
「
心
ひ
と
つ
に
町
づ
く
り
」「
公
平
・
公
正
な
行
政
」

を
行
い
、
町
づ
く
り
の
基
礎
作
り
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

三
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
「
夢
と
活
気
の
あ

る
町
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
渾こ

ん

身し
ん

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
27
年
に
本
町
で
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
７
月
に
は
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
を
機
会
と
し
て
紀
美
野
町
の

良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
国
道
３
７
０
号

と
県
道
岩
出
野
上
線
の
接
続
、
更
に
は
県
道
野
上
清
水
線
の

拡
幅
等
、
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
観
光
対
策
も
着
実
に
行

い
、
定
住
対
策
や
地
域
お
こ
し
等
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化

を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
助
成
等
子
育
て
支
援
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
等
の
高
齢
者
支
援
ま
で
、

地
域
と
と
も
に
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

一
方
、
鳥
獣
害
対
策
等
農
業
支
援
や
利
子
補
給
等
の
商
工
業

者
支
援
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

防
災
体
制
と
、
防
災
行
政
無
線
や
非
常
用
物
資
の
備
蓄
な
ど

の
設
備
関
係
の
充
実
強
化
を
行
い
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
紀
美
野
町
の
活
性
化
に
誠
心
誠

意
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
方

の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

紀
美
野
町
長　

寺
本
光
嘉

活
気
と
夢
の
あ
る
町
をめざ

し
て



大
規
模
改
修
工
事 

完
成
! !

野
上
中
学
校

式典風景（屋内運動場にて）

2014.3�

校舎内を見学する関係者の皆さん

野
上
中
学
校
大
規
模

改
修
工
事
が
完
成
し
、

２
月
４
日
に
町
、学
校
、

施
工
・
設
計
監
理
業
者

ら
関
係
者
多
数
出
席
の

も
と
、
屋
内
運
動
場
で

竣
工
内
覧
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
、
寺
本
町
長
が

「
今
後
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
が
こ
の
教
育

環
境
の
な
か
で
、
心
豊

か
で
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
育
っ
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

生
徒
を
代
表
し
て
生
徒

会
長
の
樋
瀬
光
稀
さ
ん
が
「
こ
の

き
れ
い
な
野
上
中
学
校
を
い
つ
ま

で
も
き
れ
い
な
ま
ま
保
っ
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
き

れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

改
修
内
容
は
、
校
舎
の
外
壁
塗

り
替
え
を
は
じ
め
普
通
教
室
全
面

改
修
（
空
調
設
置
）、
ト
イ
レ
全

面
改
修
な
ど
、
屋
内
運
動
場
で
は

外
壁
及
び
屋
根
塗
り
替
え
や
天
井

パ
ネ
ル
撤
去
な
ど
。
そ
し
て
、
外

部
で
は
、
物
置
新
設
や
中
庭
人

工
芝
張
り
、
時
計
塔
の
改
修
な

ど
で
す
。
総
事
業
費
は
３
億
３
，

７
４
８
万
円
。

式
終
了
後
、
関
係
者
が
完
成
し

た
ば
か
り
の
校
舎
内
を
見
学
し
ま

し
た
。

な
お
、
工
事
中
は
近
隣
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町
営
住
宅
「
福
井
第
３
団
地
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

新
築
工
事 

着
工
!!

１
月
19
日
（
日
）、
福
井
地
区

に
お
い
て
町
営
住
宅
の
新
築
工

事
の
起
工
式
が
関
係
各
位
の
出
席

の
も
と
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。当

事
業
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
て
、
土
地
開

発
公
社
が
平
成
10
年
か
ら
販
売
し

て
い
る
住
宅
用
地
６
区
画
（
１
，

２
０
３
㎡
）
に
町
営
住
宅
４
棟
８

戸
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
住
宅

の
概
要
は
木
造
2
階
建
て
で
1
棟

に
2
戸
を
配
置
し
、
１
戸
当
た
り

の
建
築
面
積
は
約
75
㎡
（
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）で
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

式
で
寺
本
町
長
は
「
小
川
地
区

の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
小

川
小
学
校
の
存
続
等
も
含
め
て
、

当
地
区
に
に
ぎ
わ
い
を
持
た
せ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
人

口
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
営
住

宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。」
と
述
べ
ま
し
た
。　

な
お
、
周
辺
の
皆
様
方
に
は
、

工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

改修された教室での授業風景

↑建設予定地で
　行われた起工式

穿
うが

初
ちぞ

めの儀を行う→
寺本町長

校舎全景
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歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

全
国 

最
優
秀
賞
に
輝
く
!!

小
川
小
学
校
６
年　

宮
下
天
翔
君

日
本
学
校
歯
科
医
師
会
の
平
成

25
年
度
「
歯
・
口
の
健
康
に
関
す

る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、 

小
川
小
学
校
６
年
の
宮
下

天
翔
君
の
作
品
が
小
学
校
高
学
年

の
部
で
全
国
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

宮
下
君
の
作
品
は
、
自
分
を
中

心
に
友
だ
ち
の
男
の
子
と
3
人
で

給
食
後
に
歯
み
が
き
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
表
現
。「
み
ん
な
で
磨

こ
う
」
と
い
う
文
字
と
と
も
に
迫

力
満
点
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
度
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

海南税務署からのお知らせ
◎海南税務署は、土・日・祝日は閉庁しております。また、

税務署へお越しの方は、駐車場及び周辺道路が非常
に混雑しますので、電車バス等をご利用ください。

　【問い合わせ先　海南税務署　073-482-0900】

★確定申告の期限が迫ってきました。所得金額及び税
額を正しく計算し、期限内に申告・納税を済ませま
しょう。

★誤った申告をしたりすると、納税額の他に加算税が
賦課される場合があるほか、延滞税を併せて納付し
なければならない場合がありますのでご注意くださ
い。

　復興特別所得税は、平成 25 年から平成 49 年まで
の各年分の基準所得税額に 2.1％の税率を乗じて計算
します。
※平成 25 年１月１日から平成 49 年 12 月 31 日ま

での間に生ずる所得については、源泉所得税の徴収
の際に復興特別所得税が併せて徴収されています。

　なお、既に確定申告書を提出された方で、「復興特別
所得税」のご記入がない場合（基準所得税額が「０」
の場合を除く）は、お早めに税務署までお問い合わ
せください。

《確定申告書を作成される際には、「復興特別所
得税」の計算・記入をお忘れなく！》

　平成 25 年から平成 49 年までの各年分については、
復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付すること
とされています。

　確定申告による消費税及び地方消費税の納期限及び
振替日は、次のとおりです。
　○ 納期限・・・平成 26 年３月 31 日（月）
　○ 振替日・・・平成 26 年４月 24 日（木）
　現金で納付される場合は、納期限までに現金に納付
書を添えて、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）
又は住所地等の所轄税務署の納税窓口で納付してくだ
さい。
　また、e-Tax を利用すれば自宅や事務所などからイ
ンターネット等を利用して電子納税することができま
す。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付
書送付依頼書」を提出していただくだけで、ご指定の
預貯金口座から振替日に自動的に納税が行われます。
納税のために金融機関又は税務署に出向く必要もなく、
預貯金残高を確認しておくだけで納付手続を済ませる
ことができる、大変便利で確実な納付方法ですので、
是非ご利用ください。

●納税には、安全・便利・確実な口座振替を
　ご利用ください！

　消費税（地方消費税を含む。）の税率は、
平成 26 年４月１日から８％に引き上げ
られます。
　消費税の課税事業者が、平成 26 年４
月１日を含む課税期間分（個人事業者の
場合は平成 26 年分）の消費税及び地
方消費税の確定申告書を作成するために
は、課税売上げ・課税仕入れについて、
帳簿等において、旧税率が適用されたも
のと新税率が適用されたものに区分して
おく必要があります。
　なお、税率引上げに伴う経過措置によ
り、平成 26 年４月１日以後に行われる
取引であっても、旧税率が適用される場
合があります。

※消費税率の引上げを含む消費税法の改
正内容については、国税庁ホームペー
ジの「消費税法改正のお知らせ（社会
保障と税の一体改革関係）」をご覧く
ださい。

●消費税法改正のお知らせ
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都
会
か
ら
「
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、
毎

月
10
組
前
後
の
移
住
希
望
者
が
紀

「
文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26

日
）」
を
前
に
１
月
24
日
、
本
殿

な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
十
三
神
社
（
野
中
）

と
野
上
八
幡
宮
（
小
畑
）
で
、
宮

司
さ
ん
を
は
じ
め
消
防
署
員
、
地

元
消
防
団
員
ら
が
参
加
し
て
防
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
境
内
か
ら
出
火
し
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
発
煙
筒

が
炊
か
れ
火
災
警
報
機
が
鳴
る

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

防
火
訓
練
を
実
施
!!

町
内
の
２
神
社
で

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

総
合
防
災
訓
練

 

行
わ
れ
る
!!

上
神
野
地
区
自
主
防
災
組
織

放
水
訓
練

（
写
真
上
）
十
三
神
社

（
〃
右
）
野
上
八
幡
宮

住宅模型を使っての耐震化学習

２
月
11
日
（
火
・
祝
）、
上
神

野
地
区
自
主
防
災
組
織
（
横
山
圭

子
会
長
）
の
総
合
防
災
訓
練
が
自

然
体
験
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
住
民
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
起
震
車
体
験
を
し
た

後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
県

の
減
災
教
室
で
地
震
・
津
波
の
基

礎
に
つ
い
て
や
住
宅
耐
震
模
型
を

使
っ
た
実
験
を
通
し
て
、
木
造
住

宅
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
の
必
要

性
及
び
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
地

震
に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

※
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
総
務
課
特
別
対
策
室

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

美
野
町
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
す
。

空
き
家
の
賃
貸
借
に
は
、
和
歌

山
県
に
登
録
さ
れ
た
専
門
家
が
契

約
を
仲
介
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
空
き
家
の
活
用
を
御
一
考
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

℡ 

４
９
５
‐
２
３
３
９

（
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
）

○
竹
林
整
備

　

２
日
（
日
）・
15
日
（
土
）

　

９
時
～
15
時

○
竹
の
色
紙
飾
り
と
行
灯
づ
く
り

　

８
日
（
土
）
１
部　

10
時
～

　
　
　
　
　
　

２
部　

13
時
～

と
、
宮
司
さ
ん
が
消
火
器
を
使
っ

て
初
期
消
火
に
当
た
る
と
と
も

に
、
消
防
署
へ
の
通
報
、
最
後
に

境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
水

銃
か
ら
の
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
野
上
八
幡
宮
で
は
通

報
で
駆
け
つ
け
た
消
防
署
員
に
よ

る
タ
ン
ク
付
消
防
車
か
ら
の
放
水

訓
練
も
行
わ
れ
、
関
係
者
が
真
剣

な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

３
月　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

参
加
費
無
料
！

〈
未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会
〉

■
開
催
・
集
合
場
所

　

西
野
集
会
所

・
午
前
、
午
後
共
の
参
加
者
は
お

弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

※
お
湯
あ
り
ま
す
。

・
参
加
時
間
帯
自
由
。
希
望
者
は

竹
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

E-m
ail/info

＠kim
ino.org

　

℡ 

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐

３
５
９
０
（
赤
阪
）
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保健センターだより
平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：3 月 10 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：3 月 4 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：3 月 5 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：3 月 12 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　3 月 11 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター（お散歩）
　○カンガルー　　3 月 18 日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月～金曜日（土・日・祝は休み )(10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　　 3 月 10 日（月）・24 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 3 月 24 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２，４週の木曜日　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　　 3 月 13 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

健康相談のお知らせ（3 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　  ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　5 日、12 日、19 日、26 日
■時　間：９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
日時：３月 15 日（土）
　　　受付　14 時～ 15 時 30 分
場所：総合福祉センター　２階
※フッ素塗布の対象
・平成２１年４月２日から平成２４年３月

３１日生まれの子ども
・平成１９年４月２日から平成２１年４月１日生まれの

フッ素洗口を行っていない子ども
・平成１３年４月２日から平成１９年４月１日生まれで町

外に通学している子ども
フッ素には歯の質を強くする効果があります。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけま

す。皆さんぜひお越しください。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
３月１０日（月）　９時３０分～１０時３０分
３月２４日（月）　（受付）エイズ検査

肝炎ウイルス検査
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 ３月１０日（月）　　９時３０分～１１時
３月２４日（月）　　（受付）

こころの健康相談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

３月　６日（木）（アルコール関連）１４時～
３月１２日（水）　　９時～
３月２６日（水）　１３時３０分～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

3 月 10 日（月）１０時３０分～１１時３０分
3 月 24 日（月）１０時３０分～１１時３０分

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日
（祝祭日除く）
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　平成 18 年 4 月から毎週木曜日野上厚生総合病
院脳神経外科の診察をしている上野雅巳と申しま
す。頭痛、めまい、手足のしびれ、歩行障害、物忘れ・
認知症、動作緩慢など脳と脊髄関係の症状を診ています。脳卒中、脳腫瘍、
脊髄障害、パーキンソン病、アルツハイマー病、頭部外傷などを心配し
て診察しています。必要があれば和歌山県立医科大学附属病院の脳神経
外科か神経内科へ紹介して治療することになります。
　いつでもこのような症状で心配があれば受診して、気軽に相談してく
ださい。紀美野町の皆様の健康維持のために脳神経外科医としての力を
発揮したく思っています。和歌山市東山東の出身で、昭和 60 年に和歌
山医大を卒業して医師 29 年目になります。母親が紀美野町動木の出身
でもあり毎週木曜日は野上厚生総合病院に来るのを楽しみにしています。
　現在和歌山県地域医療支援センターのセンター長をしています。住民
の方々、この病院の事務、医療スタッフの皆さんから多くのことを学ん
でいます。どうぞよろしくお願いします。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介⑭）

脳神経外科 非常勤医師　上
うえ

野
の

　雅
まさ

巳
み

ゲートキーパー研修会　受講者募集
　ストレス社会の今日、年間約３万人の方が自ら命を絶たれており、深刻
な社会問題となっています。和歌山県でもここ数年、年間 250 ～ 300
人の方が自ら命を絶たれています。この問題の対策の一環として、研修会
を企画しました。
　深い悩みを抱え、苦しんでいる方に出会う機会は誰でもあるでしょう。
その方の自殺のサインに気づき、危機状態から脱出するお手伝いをする人
をゲートキーパー（門番）と呼んでいます。
　ゲートキーパーは特別な専門家である必要はありません。この研修では
ゲートキーパーに必要な知識を学び、行動の練習（ロールプレイ）を行う
ことで実際に役立つスキルを身につけてもらう内容にしています。
　興味のある方はどうぞ積極的にご参加ください。
　プログラム作成元：自殺危機初期介入スキル研究会（事務局：ルーテル
学院大学）

【日　程】　3 月 20 日（木）　9 時 30 分～ 16 時 45 分
【場　所】　総合福祉センター
【内　容】　講話、グループワーク、ロールプレイ
【問い合わせ及び申し込み】　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさま
ざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 3 月４日（火）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

3 月 19 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

当
院
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は
地
域
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、
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す
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そ
し
て
、
病
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し
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検
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で
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き
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よ
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だ
き
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国
保
野
上
厚
生
総
合
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ら
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お
知
ら
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岡
公
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こ
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院
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平
成
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視
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よ
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定
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、
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に
平
成
26
年

１
月
１
日
付
で
日
本
消
化
器
病

学
会
よ
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認
定
施
設
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

益
々
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進
し
、
地
域
医
療
の
充
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目
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ど
う
ぞ
今
後
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も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

ウォーキング＆
エクササイズ教室

春こそ運動デビュー！

■日　時　3 月 23 日（日）
　　　　　10 時～ 12 時
■場　所　総合福祉センター３階
■講　師　健康運動指導士　川村護先生
■定　員　30 名
　　　　　※申込みは　
　　　　　　3 月 17 日（月）まで
■問い合わせ　保健福祉課　
　　　　　　　℡ ４８９－９９６０
　国民健康保険の方で特定健診を受けられた
方は、健診結果に応じた「健康のヒント」を
お渡しします！（※事前申し込みが必要です）
ぜひご利用ください☆

あたたかく
なってきました

和歌山県立医科大学地域医療支援センター教授
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お
知
ら
せ
・
募
集

防災意識の高揚

　南海トラフ巨大地震が発生すれば、県内で最大震
度７の揺れと最大 19 ｍの津波【海南市は最大８ｍ・
最短到達時間（津波高１ｍ）は 39 分】が襲来する
と想定されています。
　また、東海・東南海・南海３連動地震が発生する
確率は 10 年以内では 20％、30 年以内では 70％
と想定されています。
津波からの避難の心得
●地震が起きれば「津波てんでんこ」にならい迷わ

ず逃げる。
　「てんでんこ」とは、家族にも構わず各自で高台に

逃げることです。
●津波避難三原則の実践
 「想定にとらわれるな」・「最善を尽くせ」・「率先避

難者たれ」
● 津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が

解除されるまで沿岸部には戻らない。
海南警察署　℡０７３－４８２－０１１０

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
作
物
や
製
造
・
加
工
さ
れ
た
特

産
品
を
「
き
み
の
ふ
る
さ
と
推
奨

品
」
に
認
定
し
、
普
及
と
需
要
拡

大
を
め
ざ
し
、
特
産
品
を
通
し
て

紀
美
野
町
を
発
信
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。認
定
を
受
け
る
と
、

共
通
の
標
章
の
使
用
、
推
奨
品
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
作
る
産
品
を
紀
美
野
ブ

ラ
ン
ド
で
発
信
し
ま
せ
ん
か
？

■
申
込
期
間　

３
月
３
日
（
月
）

～
17
日
（
月
）　

平
日
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分

■
申
込
方
法　

提
出
先
に
て
申
請

書
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認

定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
申
請

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

紀
美
野
町
役
場　

　

本
庁
産
業
課
又
は
支
所
産
業
・

建
設
室

■
問
い
合
わ
せ

　

美
里
支
所　

産
業
・
建
設
室

　

℡ 

４
９
５
‐

　
　

 

３
４
６
２

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
認
定

「
き
み
の
ふ
る
さ
と
推
奨
品
」
募
集

大地震の発生に備えて～地震は必ず起こります！！～

国民年金保険料の免除申請が
できる対象期間が拡大されます

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

平成26年度
「きみのこども見守り
ボランティア」募集！

―　地域の子どもは、地域で守り育てる　―
〔活動内容〕児童生徒の登下校時に、子どもたちに声

かけや交通安全指導を行うとともに、不
審者などから子どもたちの安全に気を配
る。

　　　　　　（各自都合のつく時に活動してください。）
〔活動期間〕４月１日から平成２７年３月３１日まで
〔登録申込〕３月１４日（金）（これ以後は随時登録）

までに紀美野町青少年センター（TEL
４８９－５９０９）へご連絡ください。

※登録していただいた方
には、ボランティア活
動保険への加入とパト
ロール用ベスト等を配
布させていただきます。

　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険
料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免
除を申請することができます。
　平成 26 年 4 月からは、過去 2 年 1 カ月分の免除
申請ができるようになります。
○これまでは、過去分の国民年金保険料の免除（※）

が受けられる期間は、申請の直前の７月（学生納付
特例は直前の４月）までの１年以内でした。

○平成 26 年 4 月からは、申請時点の２年１カ月前の
月分まで申請できるようになります。

【失業などの特例免除の対象期間も拡大されます】
○災害・失業などを理由とした免除（特例免除といい

ます）は、これまでは、申請時点の年度または前年
度に災害・失業などの理由があることが条件となっ
ていました。

○平成 26 年 4 月からは、災害・失業などの前月から
災害・失業などがあった年の翌々年６月までの期間
について、特例免除の申請ができるようになります。

（平成 26 年 3 月以前にあった災害・失業も対象と
なりますが、過去分の審査対象期間は、２年１カ月
前までです）

【申請方法は】
　役場住民課または年金事務所に申請してください。
　必要な添付書類など、詳しくは、上記の申請先まで
お問い合わせください。

（※）「免除」とは、全額免除、一部免除（３／４、半額、
1 ／ 4）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。

◆ご注意ください◆
○２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができ

ますが、申請が遅れると万一の際に障害年金などを
受け取れない場合や失業などの特例免除が受けられ
ない場合がありますので、すみやかに申請してくだ
さい。

○申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行い
ますので、免除が承認されない場合があります。

　なお、全額免除と一部免除は配偶者および世帯主、
若年者納付猶予は配偶者についても所得審査を行い
ます。配偶者や世帯主が失業などに該当する場合も
免除を受けられる場合があります。

■問い合わせ　　　　　住民課　℡４８９－５９０３
　　　　　　美里支所・住民室　℡４９５－３４６４



2014.3�

消費税４％

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

（
蓑
津
呂
地
区
）

蓑
津
呂
地
区
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
強
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
助
成
金
を
活
用

し
、
地
域
に
お
け
る
伝
統
行
事
や
各
種
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
活
用
で
き
る
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ

ル
及
び
発
電
機
の
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
に
よ
り
蓑
津
呂
地
区
は
基
よ

り
、
真
国
地
域
全
体
に
お
い
て
も
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
併
せ
て
防
災
対
策
に
お
い
て
も

災
害
に
よ
る
緊
急
避
難
等
に
活
用
で
き
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

消費税価格転嫁等総合相談センター　専用ダイヤル：０５７０- ２００- １２３
【受付時間】平日 9:00 ～ 17:00（平成 26 年 3 月 ･4 月は土曜日も受付）
※お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
●固定電話：8.5 円～ 80 円 /3 分間、携帯電話：90 円 /3 分間、公衆電話：30 円～ 220 円 /3 分間

ＨＰ上の専用フォーム：http://www.tenkasoudan.go.jp（24 時間受付）

会議用テーブル：40脚

発電機：1基

キャラバンテント：13張

■問い合わせ
　企画管財課
　℡ ４８９−５９１３

防衛省からのお知らせ

●問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒 649-0316　和歌山県有田市宮崎町 106 － 2
　　　　　　　ＴＥＬ　0737 － 82 － 6631　070 － 6589 － 0326　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

募集種目 受 付 〆 切 制　度　の　概　要

予備自衛官補（一般・技能） 4 月 2 日（水） 社会に貢献する新しい形です。
所定の教育訓練終了後、予備自衛官として任用されます。

一般幹部候補生 4 月 25 日（金） 大卒者等を対象に、陸・海・空自衛隊の幹部自衛官を養成する制度。
海・空自衛隊のパイロットを養成する飛行要員を含みます。

※応募資格その他、詳細についてはお問い合わせください。
　また、下記の日程で募集説明会を開催します。
　日　時：平成 26 年 3 月 15 日 ( 土 )・16 日 ( 日 )　10 時～ 15 時　　　場　所：有田募集案内所

− 受付締切迫る −

消費税等の税率が８％になります。

３　円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。
　消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・宣伝、価格表示、
便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。

ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

１　消費税率（国・地方）が引き上げられます。

２　引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

引
上
げ
分
の

消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障

財
源
化

地方消費税１％

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

財
政
健
全
化
に

一
定
の
寄
与

5%

消費税 6.3％

地方消費税 1.7％

8%
平成 26 年 4 月 1 日～



文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
・
第
30
回
町
民
大
学
講
座

東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
～
雅
楽
器
と
琴
の
調
べ
～

2014.3 10

■
入
場
料　

２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
全
席
自
由
席
）

※
当
日
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

　
２
月
５
日（
水
）よ
り
好
評
発
売
中

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

※
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
内

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

【
大
岩
勝
良
監
督
】

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
応

援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
年
、ハ
チ
マ
キ
に
「
挑
」

と
「
走
魂
」
と
い
う
文
字
を

刺
繍
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
先
輩
が
築
き
上
げ
て
き

た
「
魂
で
走
り
き
る
」
を
胸
に
、
0.1

秒
で
も
縮
め
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
大

会
に
「
挑
」
み
、
入
賞
と
い
う
大
き

な
目
標
に
「
挑
」
戦
す
る
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

選
手
42
名
は
全
員
で
た
す
き
を
繋

ぎ
、
見
事
８
位
入
賞
を
成
し
遂
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
チ
ー
ム
は
、
伝
統
の
【
走
魂
】

を
受
け
継
ぎ
、
走
り
続
け
ま
す
。

町
中
で
走
っ
て
い
る
子
ど
も
達
を

お
見
か
け
の
際
は
、
温
か
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
15
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演　

東
儀
秀
樹
・
中
井
智
弥

～プロフィール～
東儀秀樹　雅楽師。1959 年東京生まれ。
宮内庁楽部では、篳篥、琵琶、鼓類、歌、
舞、チェロを担当していた。現在はさま
ざまなジャンルとコラボし、雅楽の持ち
味を生かした独自の創作や表現に情熱を
傾けている。
中井智弥　三重県出身。箏・三絃・
二十五絃箏演奏家。作曲家。箏の世界で
は数少ない男性プレーヤー。

【
前
久
保
雄
貴
キ
ャ
プ
テ
ン

（
野
上
中
学
校
３
年
）】

小
学
５
年
生
で
初
め
て
出
場
し
て

か
ら
５
回
目
、
最
後
の
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
、
チ
ー
ム
は
８
位
入
賞
、
個

人
で
は
区
間
賞
と
５
年
連
続
登
録
競

技
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
練
習
の
時
も
、
大
会
の
時
も
、

仲
間
を
応
援
し
て
い
る
時
も
、
い
つ

も
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
う

思
え
る
の
も
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
監
督
・
コ
ー
チ
・
学
校
の
先
生
、

全
て
の
面
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

一
緒
に
練
習
し
た
先
輩
や
仲
間
の
お

か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
僕
は
ず
っ
と
走
り

続
け
ま
す
。

来
年
も
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
紀
美
野
町
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

第
13
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て
…

２
月
16
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
し
た

紀
美
野
町
代
表
チ
ー
ム
よ
り
、
大
岩
監
督
と
前
久
保
雄
貴
君
に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



上
方
演
芸
会 

観
覧
者
募
集
！

2014.311

小
学
生
１
～
５
年
生
20
名
参
加

ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
っ
て
か
わ
い

い
『
午
』
の
色

紙
が
で
き
ま
し

た
。「上

手
だ
ね

～
」
っ
て
ほ
め

て
も
ら
う
と
、

と
て
も
う
れ
し

そ
う
に
作
っ
て

い
ま
し
た
。

『
囲
碁
・
将
棋
教
室
』

囲
碁
・
将
棋
に
興
味
の
あ
る

人
あ
つ
ま
れ
～
♪

■
日
時　

３
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
申
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

中
央
公
民
館

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

■
主
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送

局
・
紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教

育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

　
（
℡
４
２
４
‐
８
１
１
１
）

　

※
平
日
９
時
30
分
～
19
時

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
９
５
‐
９
０
５
５
）

　

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

５
日　

お
は
な
し
会

　

12
日　

思
い
出
ア
ル
バ
ム
作
り

　

19
日　

　

26
日　

囲
碁
・
将
棋
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

５
日　

お
は
な
し
会

　

12
日　
竹
馬
、
フ
ラ
フ
ー
プ
遊
び

　

19
日　

カ
プ
ラ
で
作
ろ
う

　

26
日　

春
さ
が
し
に
行
こ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

《
ち
ぎ
り
絵
体
験
楽
し
か
っ
た
よ
》

日
本
天
文
学
会
参
加
に
伴
い
、

３
月
19
日
（
水
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
、
終
日
臨
時
休
館
し
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

西
谷
美
咲
（
野
小
４
年
）

【
三
百
冊
】

　
　

髙
木
日
夏
里
（
野
小
１
年
）

　
　

田
渕
悠
乃
（
第
２
保
）

【
千
百
冊
】

　
　

中
原
葵
（
野
小
６
年
）

【
千
二
百
冊
】

　
　

中
原
龍
一
郎
（
第
２
保
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ペ
テ
ロ
の
葬
列
」

　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き
・
著

「
そ
の
鏡
は
嘘
を
つ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　

薬
丸
岳
・
著

「
夫
婦
の
断
捨
離
」

　
　
　
　

や
ま
し
た
ひ
で
こ
・
著

「
耳
ヨ
ガ
健
康
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
村
修
・
著

中
央
公
民
館
及
び
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
に
伴

い
、３
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

休
室
い
た
し
ま
す
。

最
終
貸
出
日
は
３
月
２
日（
日
）

で
す
。
な
お
、
未
返
却
の
図
書
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

宮川大助・花子

《
交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
》

■
観
覧
申
込
み
方
法

　
（
入
場
無
料
）

※
往
復
は
が
き
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
の
う

え
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
）を
お
送
り
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■応募締切日　3 月 24 日（月）必着

（往復はがき記入例）

■
日
時　

４
月
11
日
（
金
）

　

開
場　

17
時
30
分

　

開
演　

18
時

　

終
演
予
定　

19
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演

（
１
本
目
）
Ｗ
ヤ
ン
グ

　
　
　

チ
キ
チ
キ
ジ
ョ
ニ
ー

（
２
本
目
）
宮
川
大
助
・
花
子

　
　
　

し
ま
し
ま
ん
ず

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
作
品
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

短
歌
つ
ゆ
く
さ

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト

４
月
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

）

「
あ
さ
に
な
っ
た
の
で
ま
ど
を
あ

け
ま
す
よ
」　　

荒
井
良
二
・
作

「
パ
ン
ダ
銭
湯
」

　
　
　
　
　

ツ
ペ
ラ
ツ
ペ
ラ
・
作

「
わ
た
し
小
学
生
ま
じ
ょ
」

　
　
　
　
　
　
　

中
島
和
子
・
著

「
親
子
で
読
み
た
い
70
人
の
お
は

な
し
」　　
　

よ
だ
ひ
で
き
・
著

☆
第
１
５
０
回
芥
川
賞
・
直
木
賞

受
賞
作
品
も
入
荷
予
定
で
す
。

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲
」

　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん
・
著

「
京
都
西
陣
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　

鏑
木
蓮
・
著

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

　
　
　
　
　
　

さ
だ
ま
さ
し
・
著

「
ア
ボ
カ
ド
ス
ー
パ
ー
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
充
・
著

「
な
ぞ
か
け
と
き
じ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　

も
と
し
た
い
ず
み

「
お
つ
き
さ
ま
は
ま
あ
る
く
な

く
っ
ち
ゃ
！
」
ふ
く
だ
じ
ゅ
ん
こ

「
魚
助
さ
ん
」　　

き
む
ら
よ
し
お

「
ゆ
け
！
ウ
チ
ロ
ボ
！
」

　
　
　
　
　
　
　

サ
ト
シ
ン
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　２月１日（土）・２日（日）の２日間、志賀野地
区公民館において作品展示会が開催されました。
講座サークルの皆さんの作品や地域の方々の作品
の展示、茶席や、民話やカラオケなどの芸能発表が
あり、多くの人で賑いました。
　今年は二階にも展示スペースを設け、新規の出品
者の方々の展示も行いました。
　また、志賀野の風景写真のスライドショー投影も
あり、BGMをバックに、近所の方と親睦を深めな
がら、椅子に腰掛けリラックスし観賞する様子も見
られました。

─ わが町サークル ─
「志賀野地区公民館作品展示会」

３
月
の
天
文
教
室

「
木
星
を
撮
ろ
う
☆
」

■
日
付　

３
月
８
日
（
土
）
と

　
　
　
　

９
日
（
日
）
の
２
日
間

■
時
間　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

事
前
申
込
不
要
、
無
料

■
概
要　

ご
自
身
の
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
コ
ン

パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
を
使
い
、
見

頃
と
な
っ
て
い
る
木
星
の
撮
影

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
　

曇
天
雨
天
の
場
合
は
、
木
星

の
紹
介
と
望
遠
鏡
を
使
っ
た
簡

易
撮
影
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
■
注
意　

当
日
は
通
常
の
観
望
会

は
お
休
み
で
す
。
ま
た
木
星
を

確
実
に
撮
影
で
き
る
と
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
は
対
象
外
で
す
。
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
九
十
二

高
野
山
領
の
神
野
庄

神
野
の
地
は
、
高
野
山
と
海
岸

地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
有

田
川
の
奥
地
や
日
高
川
源
流
域
へ

行
く
街
道
の
分
岐
点
と
し
て
、
に

ぎ
わ
っ
た
中
継
地
で
あ
っ
た
。

荘
園
と
し
て
成
立（
平
安
後
期
）

以
来
、
十
三
所ど

こ
ろ
み
ょ
う
じ
ん
し
ゃ

明
神
社
を
荘
中

十
七
ヶ
村
の
総そ

う

産う
ぶ

土す
な

神が
み

と
し
て
、

神
野
寺
は
十
七
ヶ
村
の
氏
寺
と
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
開

発
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
が
、
高
野

山
の
発
展
と
共
に
交
通
の
拠
点
の

一
つ
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
野

山
領
は
各
地
に
あ
り
、
紀
ノ
川
本

流
地
域
に
も
多
く
、
貴
志
川
流
域

で
は
、
真
国
、
神
野
、
国
吉
、
長

谷
、毛
原
、志
賀
野
、小
川
の
地
域
、

有
田
川
流
域
で
は
、
清
水
、
花
園

な
ど
の
地
域
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
現
在

の
小
川
の
大
部
分
や
柴
目
な
ど
の

旧
野
上
町
か
ら
上
流
は
高
野
山
領

で
あ
り
、
下
流
は
紀
州
徳
川
藩
の

領
地
で
あ
っ
た
。

近
世
の
神
野
庄
は
、
福
田
、
安

井
、
野
中
、
南
畑
、
永
谷
、
神
野

市
場
、
樋
下
、
箕
六
、
大
角
、
三

尾
川
、
上
ヶ
井
、
津
川
、
鎌
滝
、

赤
木
、
明
添
、
高
畑
、
桂
瀬
は

荘
域
に
な
る
。
江
戸
時
代
後
期

の
神
野
庄
十
七
ヶ
村
の
石こ

く

高だ
か

は

２
４
３
５
石
で
猿さ

る

川か
わ

庄
（
国
吉
）

５
６
０
石
、真
国
庄
は
４
０
０
石
、

毛
原
庄
は
９
２
１
石
、
長
谷
庄
は

２
６
０
石
で
あ
っ
た
。

紀
伊
続
風
土
記（
※
）に
は「
こ

の
神
野
の
付
近
は
山
も
あ
ま
り
険

し
く
な
く
、
陽
当
た
り
も
よ
い
た

め
木
綿
な
ど
が
よ
く
作
ら
れ
て
い

る
。
大
角
あ
た
り
か
ら
下
の
ほ
う

津
川
な
ど
の
村
々
で
は
、
瓦
葺
の

家
や
土
蔵
の
あ
る
家
も
あ
っ
て
、

神
野
庄
よ
り
上
流
や
近
く
の
諸
荘

コンパクトデジカメで撮影した木星

に
比
べ
て
裕
福
で
、
風
俗
も
開
け

て
い
る
。
他
と
違
っ
て
藤ふ

じ

布ぬ
の

を
着

る
も
の
も
無
く
髪
飾
り
を
し
た
農

婦
も
見
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
あ

た
る
、
天
明
６
年
（
１
７
８
６
）

か
ら
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に

か
け
て
の
生
活
の
様
子
を
日
記
形

式
で
書
い
た
、「
万ま

ん

代だ
い

日ひ

な

み

き

次
記
」

と
い
う
村
役
人
の
記
録
が
福
田
村

の
岡
本
家
に
残
さ
れ
て
い
た
。
当

時
の
農
村
の
日
常
生
活
が
よ
く
分

か
り
村
の
一
年
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
資
料
と
し
て
、
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
領
主
で
あ
る

高
野
山
へ
連
絡
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
時
々
登
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近

隣
の
寺
へ
参
拝
、
大
念
仏
の
集
ま

り
や
伊
勢
講
・
地
蔵
講
・
大
師
講
・

庚こ
う

申し
ん

講
な
ど
へ
の
参
加
、
和
歌
山

の
城
下
や
山
東
の
伊
太
祈
曽
・
海

南
の
黒
江
や
日
方
そ
し
て
打
田
な

ど
へ
も
往
来
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
神
野
の
地
は
高
野
山
領

と
は
い
え
経
済
的
に
は
紀
州
藩
の

影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
母

若わ
か

山や
ま

へ
」
な
ど
の
記
述
も
あ
る
。

※
紀
州
藩
が
文
化
３
年

（
１
８
０
６
年
）
～
天

保
10
年
（
１
８
３
９

年
）
に
か
け
て
編
纂

し
た
地
誌

ほ
ん
の
森『
中
国
楽
器
体
験･･･

二
胡
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と

人
形
劇
』

味
わ
い
深
い
人
形
劇
と
悠
久
の

二
胡
の
音
色
と
読
み
き
か
せ
！

で
、
豪
華
な
１
日
を
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
15
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
予
定
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

　

①
人
形
劇
（
ひ
ま
わ
り
の
種
）

　

②
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト
＆
二
胡
の

ミ
ニ
体
験
（
二
胡
来
堂
）

　

③
読
み
き
か
せ

（
こ
ぐ
ま
チ
ャ

ン
）
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石い
し

臼う
す

の
今
朝
の
氷
の
厚
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

ま
だ
続
く
シ
ャ
ト
ル
の
ラ
リ
ー
日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

熱あ
つ

燗か
ん

に
む
せ
て
疲
れ
を
忘
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

寒か
ん

薔そ
う

薇び

何
に
刃は

向む
か

ふ
棘と
げ

な
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

斧お
の

研と

ぐ
と
汲く

み
置
き
し
桶お
け

初は
つ
ご
お
り
氷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

賢さ
か

し
ら
に
も
の
言
ふ
如ご
と

き
寒か
ん

鴉が
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

戸と
ぶ
く
ろ袋
に
し
が
み
つ
き
た
る
冬
の
蜂は
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

初は
つ

旅た
び

の
文ぶ
ん

豪ご
う

の
里
浪な
み

静
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

廣

初
氷
頬ほ
お

を
突
き
刺
す
今け

朝さ

の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
中
美
代
子

通
学
路
梅
の
つ
ぼ
み
に
声
を
か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
進
介

杣
道
の
丸
太
は
朽
ち
て
苔
む
す
に

　
　
　
　
　

白
き
茸
き
の
こ
が
並
び
て
生お

い
ぬ　
　
　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

筋
力
の
衰
え
進
む
歳
な
れ
ど

　
　
　
　
　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
日
々
の
運
動　
　
　
　
　

段
木
幸
代

「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
ゆ
っ
た
り
お
ほ
ど
か
に
応
へ
け
り

　
　
　
　
　

脚
立
の
上
の
太
き
眉
か
な　
　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

鯛
の
身
の
白
き
雑
炊
う
ま
か
り
き

　
　
　
　
　

正
月
五
日
の
朝
の
食
卓　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

飛
び
立
ち
し
小
鳥
の
あ
と
の
枝
ゆ
れ
て

　
　
　
　
　

花
び
ら
こ
ぼ
る
庭
の
山
茶
花　
　
　
　
　

笹
田
美
代
子

宝
も
の
す
べ
て
消
え
去
り
ま
ぼ
ろ
し
の

　
　
　
　
　

六
十
年
の
歳
は
流
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

農
に
生
き
助
け
の
欲
し
い
老
い
の
身
に

　
　
　
　
　

千
の
風
吹
き
君
に
会
ひ
た
し　
　
　
　
　
　

松
本
久
子

亡な

き
夫つ
ま

が
好
み
植
え
い
し
門
か
ず
き

　
　
　
　
　

寒
さ
に
耐
え
て
我
が
家
見
守
る　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

大
寒
と
思
え
ぬ
よ
う
な
暖
か
さ

　
　
　
　
　

末す

が
れ
尾お

花ば
な

の
穂
先
が
揺
れ
る　
　
　
　
　

森
下
玉
子

父
逝
き
て
悲
し
み
深
き
嫁
想
い

　
　
　
　
　

病
む
身
の
わ
れ
は
た
だ
た
だ
涙　
　
　
　
　

横
出
圭
子

幾
夜
さ
を
啼な

き
交
わ
し
い
し
鹿
親
子

　
　
　
　
　

今
宵
は
啼
か
ず
山さ
ん

月げ
つ

鎮し
ず

む　
　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

歌　

の　

小　

道

前回の日本天文学会「秋の年会」での台長の発表。
紀美野町での活動を広く伝えます。

みさと天文台では、関西屈指の観光拠点を目指
し、日々、満足度の高い観望会やイベント活動を
実施してきました。しかし、その目標に到達する
には、天文台での活動を多くの方々に知っていた
だく事が不可欠です。さらに、より優れた活動を
行なうためには新しい情報を得る事も重要です。
そこで、みさと天文台の研究員３名は、３月に
行なわれる日本天文学会「春の年会」に参加します。
この会合では、天文学の研究・教育普及活動に関
する全国の関係者が集まり、成果発表や情報交換
を行なうものです。
成果発表では、アイソン彗星に関する独自観測、
新聞やテレビでの活動、文化祭への出展、盛況だっ
た観望会などの活動報告を行ないます。今後、天
文台が行なっていく活動内容について、情報交換
を参考に、集客力アップに繋がる事業展開を考え
ていきます。これにともない、３月 19日（水）か
ら 23日（日）まで、みさと天文台は休館いたしま
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、御協力を
お願いいたします。

2年越しの悲願達成…下神野小学校男子Ａチーム
優勝！！
思い起こせば 1年前、海南市駅伝大会優勝を目
指していた下小でしたが、当日の悪天候により無念
の大会中止。翌日から、気持ちを切り替えられない
中で練習を開始しました。その先輩達の思いを胸
に、臨んだ今大会…。最終走者がゴールテープを
切った瞬間に、1年間抱えてきた思いが胸に込み上
げてきました。
優勝したＡチームのメンバーはもとより、今年の
駅伝部全員の力の結集、そして先輩から受け継いだ
伝統…、選手の健康管理や送迎に協力いただいた保
護者の方々など多くの人の思い、それが今回の結果
につながりました。その努力・思いが「優勝旗」と
なり、今、小学校の玄関を飾っています。
駅伝練習は、大会後も続いています。2月 16日
の Jr 駅伝に向けて、あるいは来年度の大会に向け
て、あるいは体力作りのため、それぞれが自分の目
標をめざして頑張っています。

天文台だより
『関西屈指の観光拠点を目指して』

研究員　山内千里

学校だより
『第57回海南市駅伝競走大会　優勝！』

紀美野町立下神野小学校
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1 月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 39（２） 39（２）
一 般 負 傷 9（　） 9（　）
交 通 事 故 5（　） 5（　）
そ の 他 1（　） 1（　）
合 計 54（２） 54（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
終
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『 
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
先
（
問
い
合
わ
せ
）

先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
１
日
（
土
）
か

ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
『
春
の
火

災
予
防
運
動
』が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者

の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
住
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
族
、
地

域
、
職
場
等
に
お
い
て
防
火
を
心

掛
け
る
こ
と
が
、
火
災
か
ら
あ
な

た
を
守
る
近
道
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
又
、『
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
』
の
最
終

日
に
あ
た
る
、
３
月
７
日
は
『
消

防
記
念
日
』
で
す
。

次
に
掲
げ
る
［
火
の
用
心
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
］
を
特
に
留
意
し
、

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

①
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
ば

こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

国
内
に
お
け
る
林
野
火
災
は
、

例
年
春
先
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
は
枯
れ
草
が
積
も

り
、
下
草
も
枯
れ
て
い
る
う
え
、

降
雨
量
も
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥

し
、
季
節
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火

災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
が

重
な
る
こ
と
に
加
え
、
春
先
の
火

入
れ
や
山
菜
取
り
で
入
山
者
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
の
多
く
が
、

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
扱
い

の
不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
為
、
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
た
き
火
等

火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火

す
る
こ
と
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
は
許
可
を
必

ず
受
け
る
こ
と
。

・
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
に
十
分
注
意
し
、

消
火
用
の
水
や
ス
コ
ッ
プ
等
の

消
火
用
具
を
必
ず
用
意
す
る
こ

と
。

・
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い

こ
と
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

平
成
26
年

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

林
野
火
災
を
防
ご
う
！！

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ

け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
災
害

で
す
。
林
野
火
災
防
止
の
為
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
揚
げ
物
を
す
る
時
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

③
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
を
し
な
い
。

④
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
。

⑤
風
の
強
い
日
は
た
き
火
を
し
な

い
。

⑥
火
遊
び
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
。

⑦
家
な
ど
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
4
月
6
日（
日
）
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日本選手の連夜の活躍が続いたソチ冬季オリンピックの余
よ

韻
いん

さめやらぬうちに３月を迎えました。
今月は卒業（園）シーズン、10 日の中学校を皮切りに各

小学校、保育所で卒業（園）式が行われ、多くの方々が学び
舎を巣立たれます。
また、16日（日）には春の風物詩「生石高原山焼き」が行われ、

雄大な山焼きを一目見ようと多くの見物客でにぎわうことで
しょう。

町 民 カ レ ン ダ ー

　梅の開花から桜の開花と、ようやく春の暖かさを感じら
れる季節になります。３月は、卒業や退職など、人生の大
きな節目となる月でもあり、それは又人生の門出のスター
ト時点でもあるように思います。大きな節目に立った時、
そこから先の岐路を心配し、悩む事も多いかと思いますが、
今まで培ってきた経験は、大きな支柱となり、しっかり支
えてくれるものと思います。人生は多分「楽しいもの」な
のでしょうから。
　さて、今回は春らしい「菜の花」を使ったレシピをご紹
介します。旬のもので食事も楽しみたいものですね。

菜の花の和え物
ごま和え　

（材料）　菜の花　　１束
　　　　すりごま　大さじ５
　　　　砂糖　　　大さじ１
　　　　醤油　　　大さじ１
　　　　塩　　　　少々

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,060 人
　男　…………	 4,691 人
　女　…………	 5,369 人
世帯数…………	 4,525 世帯

（平成26年1月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第 45 回）
（作り方）
１，菜の花は根の堅い部分を少し切り落とし、長さを２～

３等分する。
２．鍋に湯を沸かし、塩を入れ、菜の花を、茎、花の順に

時間差を少しつけて、程良い堅さに茹で、ざるにとっ
て冷まし、水気を絞る。

３．食べる直前に、すりごま・砂糖・醤油で和える。
　＊いりごまを煎って、すり鉢ですったものを使うとさら

に美味しいです。

からし和え
（材料）　菜の花　　１束
　　　　練りからし　少々
　　　　砂糖　　　　少々
　　　　醤油　　　　小さじ２
　　　　塩　　　　　少々

（作り方）は、ごま和えの手順と同じですが、和える時には、
練りからし・砂糖・醤油を事前に混ぜ合わせておいてから、
菜の花とからめます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

2 日（日） 14:00 ～ 第 29 回町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

6 日 ( 木 ) 移動町長室【24 日 ( 月 )】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

〃　　 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【9 日 ( 日 )・23 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

8 日（土） 19:30 ～ 天文教室（～ 9 日） みさと天文台 みさと天文台 498-0305

10 日（月） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489-5910

15 日（土） 14:00 ～ 第 30 回町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489-5915

16 日（日） 9:00 ～ パークゴルフチャンピオン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

〃　　 9:30 ～ 生石高原山焼き【予備日 21 日 ( 金・祝）・23 日 ( 日 )】 生石高原 産業課 489-5901

19 日（水） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489-5910

20 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471

21 日（金・祝） 10:00 ～ WAW フェスタ in スプリング【～ 23 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

27 日（木） 神野、毛原保育所卒園式 保健福祉課 489-9960

28 日（金） 野上第一、野上第二保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
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●日　　時　３月 16 日（日）9 時 30 分～ 15 時
　（3 月 16 日（日）が悪天候の場合は 3 月 21 日（祝）に延期）
　（3 月 21 日（祝）も悪天候の場合は 3 月 23 日（日）に再延期）
　※強風注意報発令時は天候に関係なく延期させていただきます。
●場　　所　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容　開会式（開会・来賓の挨拶） …9 時 30 分～
　山焼き（ススキ草原 95,000㎡）…10 時～ 14 時 10 分
　太鼓演奏（太鼓衆 鼓響）……………10 時～ 10 時 15 分
　ぜんざいコーナー（有料）…12 時～（無くなり次第終了）
●実施団体　主催：紀美野町・有田川町
　　　　　　後援：和歌山県
　　　　　　協力：紀美野町小川地区、有田川町生石区
　　　　　　　　　紀美野町消防団、有田川町消防団
■問い合わせ　紀美野町産業課　℡　073-489-2430（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　℡　073-489-5901（直通）

生石高原山焼きのお知らせ
　今年の生石高原山焼きを、下記のと
おり実施します。
　山頂笠石周辺に観光客のための観覧
場所を設けておりますので、是非ご来場ください。

２
月
16
日
（
日
）
に
紀
三
井
寺

～
和
歌
山
県
庁
間
で
第
13
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
10
区
間
21
・
１
㎞

の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４
人
、
中
学

生
６
人
が
選
手
総
勢
42
名
の
思
い

を
込
め
た
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

出
場
45
チ
ー
ム
中
、
Ａ
チ
ー
ム

は
８
位
入
賞
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
29
位

に
入
り
ま
し
た
。

な
お
、
第
１
区
を
走
っ
た
前
久

保
雄
貴
選
手
（
野
上
中
学
校
３

年
）、
第
５
区
を
走
っ
た
樋
瀬
光

稀
選
手
（
野
上
中
学
校
２
年
）
が

区
間
賞
の
力
走
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
紀
美
野
町
の
キ
ャ
プ
テ

ン
も
務
め
て
く
れ
た
前
久
保
雄
貴

選
手
は
５
年
連
続
登
録
競
技
者
表

彰
も
受
賞
し
ま
し
た
。

以
下
は
各
区
間
の
選

手
で
す
。

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

前
久
保
雄
貴
（
野
上
中

学
校
３
年
）
■
２
区　

田
伏
菜
央

（
野
上
中
学
校
２
年
）
■
３
区　

米
田
萌
恵（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
４
区　

吉
村
耀
璃
（
野
上
中
学

校
２
年
）■
５
区　

樋
瀬
光
稀（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
６
区　

井
川

千
生
（
野
上
小
学
校
６
年
）
■
７

区　

中
前
光
陽
（
下
神
野
小
学
校

６
年
）
■
８
区　

坂
口
美
瑠
（
野

上
中
学
校
１
年
）
■
９
区　

樋
瀬

翔
希
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）
■

10
区　

西
田
孟
留
（
野
上
中
学
校

３
年
）

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

向
翔
輝
（
野
上
中
学
校

２
年
）
■
２
区　

兵
頭
麻
央
（
野

上
中
学
校
１
年
）
■
３
区　

東
浦

史
歩
（
下
神
野
小
学
校
５
年
）
■

４
区　

森
谷
澄
花
（
野
上
中
学
校

１
年
）■
５
区　

東
山
乃
重
瑠（
野

上
中
学
校
１
年
）
■
６
区　

森
下

日
和
（
野
上
小
学
校
５
年
）
■
７

区　

西
谷
勇
飛
（
野
上
小
学
校
６

年
）
■
８
区　

細
野
莉
々
華
（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
９
区　

髙
田

真
太
郎
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
10
区　

水
越　

陸
（
野
上
中
学

校
１
年
）

広 告

ゴールする西田選手（県庁前）

紀三井寺陸上競技場をス
タートする 1 区の選手
たち（ゼッケン 10-1 が
前久保選手）

第
13
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

８
位
入
賞
！！

紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代
表
チ
ー
ム
！


